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高江洲 義竹 氏 

（栄野比） 
矯正業務功労 
元法務教官 

たか   え    す   よしたけ 

＝
瑞
宝
単
光
章
＝ 

大兼 良守 氏 

（喜屋武） 
警察功労 
元県警部 

おおかね  よしもり 

森根　勇 氏 

（与那城屋慶名） 
矯正業務功労 
元法務事務官 

もりね　　いさむ 

＝
従
六
位
瑞
宝
双
光
章
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上
門
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氏
　
勝
連
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安
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佐久田 朝孝 氏 

（与那城） 
行政相談功労 
行政相談委員 

さ　く　だ  ちょうこう 

＝
瑞
宝
双
光
章
＝ 

石川 善一 氏 

（石川東恩納） 
地方自治功労 
元うるま市議 

いしかわ  よしかず 

＝
旭
日
小
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章
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引
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連
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島袋市長から委員一人ひとりへ委嘱状を交付

　11月5日、市役所議会全員協議会室において行政改
革推進委員会（第３期）の委員委嘱状交付式が行われ、
島袋市長から委員一人ひとりに委嘱状が手渡されま
した。
　委嘱状交付の後、委員互選による会長、副会長の
選出などが行われ、会長に照屋寛之氏（沖国大教授）、
副会長に伊波洋氏（石川曙区自治会長）が選出され
ました。照屋会長は「行革は待ったなしです。我々
14名が知恵を絞りながら、ほかの自治体から見ても
上手くいっていると思われるように、市民の立場か
ら行政に関わっていきましょう。」とあいさつしまし
た。任期は２年間。委員の氏名など詳細はホームペー
ジ（http://www.city.uruma.lg.jp/2/1149.html）
からご確認ください。

指導農業士認定報告 11/12

スポレクみやざき優勝報告 11/11

ママさんバレー 
おきぎんカトレアカップ優勝報告 

11/10

第35回県畜産共進会種畜部門（種豚） 
団体優勝報告 

市民の立場から行革をチェック 
行政改革推進委員へ委嘱状を交付 

約100人が参加して作業が行われました

　11月18日、石川土地改良区域にある肥前川遊水池
周辺で、除草、草刈り等の作業（主催：中部農林土
木事務所・石川土地改良区）が行われました。
　県営ため池等整備事業で造成された同遊水池が、
市民の憩いの場として利用できるようにと地域の農
家や企業も参加し、約２時間の共同作業に汗を流し
ました。

行政と地域が連携し、肥前川を清掃 
石川地区肥前川遊水池維持管理作業 

　第22回全国スポーツ・
レクリエーション祭ス
ポレクみやざき2009が
10月17日から20日の間
行なわれました。
　大会のゲートボール
種目に県代表として市
具志川チームが出場し、
決勝リーグで１位を勝ち取りスポレク賞を受賞しました。

　市与那城伊計で農業
を営む平 政邦さんが、
地域農業の振興や栽培
技術の向上など、日頃
の取り組みが認められ、
県知事から指導農業士
の認定を受け、その報
告のために関係者らと
共に市役所を訪れました。

　第35回沖縄県畜産共
進会が11月5、6日の両日、
八重瀬町の南部家畜市
場で開かれ、種豚の部の
団体で、見事うるま市が
優勝を収めました。また、
肉用牛、種豚の部で、市
内の5人の方が優秀賞を
受賞しました。優秀賞受賞者は次のとおりです。
種豚の部
　大石根良枝、中村キミ子、田原千恵子、池宮城宏
肉用牛の部
　長嶺由秀

　8月23日に那覇市民
体育館で行なわれた大
会決勝で、市内で活動す
るママさんバレーボー
ルチームＬＩＮＥが見
事勝利を収め、２年ぶり
２度目の優勝を収めま
した。チームは11月20日
から宮崎県で開催される九州大会へ出場します。
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たいら　 せい ほう

　うるま市では、市出身の海外移住者子弟を研修生
として受け入れています。この事業は、研修を通して
郷土うるま市の現状や沖縄の伝統、文化等を理解し
てもらい、移住先国の発展に寄与する人材の育成や
国際交流を図ることを目的に実施しています。
　今年は、９月９日から12月3日の約３か月間、ブラ
ジルから比嘉門 秀樹 ビトルさんを研修生として受
け入れており、秀樹さんは市内企業の視察や沖縄市
内にあるヒスパニック文化センターで、他市町村の
研修生と共に日本語と日本・沖縄の文化について学
んでいます。

名前　比嘉門 秀樹 ビトル
祖父が与那城上原の出身。日系３世。

ひがじょう　  ひでき

年齢　26歳
趣味　カメラ、音楽鑑賞

三線の研修を受ける比嘉門さん（前列左）

て  る  や　ひろゆき

い　  は  ひろし

いけみやぎ ひろした は ら　ち　え　こなかむらお お い し ね　よしえ

ながみね  よしひで

101�月号　広報うるま �009


